
No.1041

阿久比中学校運動場で１０月９日に「第６３回町民体育祭レクリエーション大会」が行われました。手に汗握る地区得点種目の熱戦や趣向を凝ら
した各地区の応援、笑顔あふれる楽しい自由参加競技などがあり、多くの皆さんがスポーツの秋を満喫しました。 

2011

November

小学生、中学生が海外で貴重な体験 
小学生１５人がシンガポールを、中学生１０人がカナダを訪れました。 

まちの話題 
町民体育祭レクリエーション大会をはじめ、まちの話題が満載。 

11月1日号 

新庁舎建設に関するアンケートの結果 
庁舎などで行った町民アンケートをまとめましたので、お知らせします。 

産業まつりを開催 
楽しいイベントが盛りだくさん。家族でお出掛けください。 

スポーツの秋を楽しむ スポーツの秋を楽しむ 
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広報あぐい　２０１１年１１月１日号
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町
で
は
、
新
庁
舎
建
設
に
向
け
て
取
り

組
ん
で
い
ま
す
。
現
在
の
本
庁
舎
は
、
耐

震
性
が
確
保
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
や
設
備

の
老
朽
化
、
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
分
散
な
ど

多
く
の
課
題
が
あ
る
た
め
、
耐
震
改
修
工

事
で
は
抜
本
的
な
解
決
に
な
ら
な
い
と
考

え
る
か
ら
で
す
。

　

来
庁
さ
れ
る
方
が
庁
舎
な
ど
の
施
設
に

つ
い
て
、
ど
の
よ
う
な
考
え
を
お
持
ち
で

あ
る
か
を
把
握
す
る
た
め
、
ア
ン
ケ
ー
ト

を
実
施
し
ま
し
た
。

　

結
果
は
次
の
と
お
り
で
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

総
務
課
管
財
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
０
）

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

□
実
施
期
間　

五
月
二
十
五
日
〜
八
月
三

十
一
日

□
実
施
場
所　

本
庁
舎
、
中
央
公
民
館
本

館
、
オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
（
保
健
セ
ン

タ
ー
）、
図
書
館
、
阿
久
比
ス
ポ
ー
ツ

村
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス
（
管
理
事
務
所
）

※　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
で
の
回
答
も
受
け
付
け
ま
し
た
。

□
有
効
回
答
数　

千
四
百
五
十
九
件

　
（
う
ち
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
の
回
答
は

二
十
四
件
）

□（問）基礎情報について
割合回答数
４２.２％６１０男

性　　別 ５７.８％８３４女
１００.０％１,４４４小計
３.２％４６１０代

年　　齢

６.５％９４２０代
１６.９％２４４３０代
８.５％１２３４０代
６.８％９９５０代
２７.０％３９１６０代
３１.１％４５０７０代以上
１００.０％１,４４７小計
９.７％１４３徒歩

来　庁　の
交通手段

１１.７％１７３自転車
２.４％３５バイク
７１.２％１,０５３自家用車
１.１％１６タクシー
２.４％３６電車
１.５％２３その他

１００.０％１,４７９小計

割合回答数
７.７％１１１阿久比

居　住　地

２.９％４２板山
１０.８％１５６植大

９.８％１４２卯坂
（阿久比団地を含む）

１２.６％１８３草木

８.１％１１７白沢
（白沢台・メイツ巽ヶ丘を含む）

１.７％２４萩
２.４％３５陽なたの丘

１４.９％２１５福住
（福住園高台・高根台を含む）

１８.４％２６７宮津
（宮津山田・宮津団地を含む）

１.９％２７椋岡
３.０％４３矢高
１.９％２８横松
３.９％５７阿久比町外

１００.０％１,４４７小計

□（問）現庁舎の不便な点・問題点について（３つまで複数回答可）

建物の安全性に問題 
部署・庁舎の分散 

窓口のプライバシー確保が不十分 
高齢者や障がい者などへの配慮が不十分 

駐車場・駐輪場の不足 
待合スペースが狭い 

環境（省資源・省エネルギー・エコ）の配慮が不十分 
庁舎内に植木などの緑が少ない 

その他 
無回答 

３９４ 
５０５ 

２８０ 
２５９ ７８９ 

３６０ 
１０２ 
１０５ 
１０５ 
１９６ 

　７割以上の方が自家
用車で来庁され、その
うち半数以上の方が
「駐車場・駐輪場の不
足」を挙げています。 
　すべての年代におい
ても「駐車場・駐輪場
の不足」に最も多い回
答が寄せられました。 

町ホームページでは、年代別に集計した
結果も掲載しています

http://www.town.agui.lg.jp/ka/chousha_quest.html

※　小計が有効回答数１,４５９件にならないのは、無回答などによるものです。
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□（問）新庁舎建設に当たり、特に重視すべき点について（３つまで複数回答可）

防災拠点としての整備 

プライバシーの確保 

バリアフリー、ユニバーサルデザイン 

十分な駐車場・駐輪場の確保 

待合スペースや憩いのスペースの充実 

環境（省資源・省エネルギー・エコ）への配慮 

庁舎内に植木など緑を充実 

文化ホールの併設（複合型庁舎） 

ライフサイクルコストの削減 

景観にあったデザイン 

その他 

無回答 

５７４ 

２０４ 

４５１ ５９３ 

２１４ 

１３５ 

５５ 

２６２ 

６１ 

４４ 

３００ 

　「十分な駐車場・駐
輪場の確保」が最も多
く、年代別において
も、５０代以下で最も
多い回答でした。 
　６０代以上の年代で
は「防災拠点としての
整備」が最も多く、次
いで「十分な駐車場・
駐輪場の確保」の順で
した。 

４１５ 

□（問）現在の中央公民館（南館）の不便なところの問題点について（２つまで複数回答可）

老朽化による不安 

高齢者や障がい者などへの配慮が不十分 

環境（省資源・省エネルギー・エコ）の配慮が不十分 

設備が古く、利用者ニーズに合っていない 

その他 

無回答 

５６２ 

５６２ 

２７８ 

１０９ 

７３ 

４５２ 

　３０代以下の年代で
は「老朽化による不
安」が、４０代以上の
年代では、「設備が古
く、利用者のニーズに
あっていない」が最も
多い回答でした。 

□（問）新庁舎に併設する機能や設備について（３つまで複数回答可）

多目的ホール 

文化芸術の専門的なホール 

ギャラリー（展示機能） 

インターネット・情報コーナー 

各種団体や住民が使える会議室 

子育てを支援する施設 

食堂・ATM・コンビニなどの利便施設 

多目的フリースペース 

緑地などの憩いのスペース 

その他 

無回答 

５８６ 

２４３ 

１４２ 

１９３ 

２７７ 

３０４ 

３７３ 

２２６ 

１４９ 

３５ 

３８０ 

　年代別では、３０代
で「子育てを支援する
施設」に、４０代以上
では「多目的ホール」
に最も多い回答が寄せ
られました。 

多くの方にご協力いただきありがとうございました。
皆さんの意見は「阿久比町新庁舎建設基本構想」

策定の参考にさせていただきます。
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　町では、現在英比小学校区にある英保育園、北原保育園、城山保育園の３園を１つに統合し、新し
い保育園を建設します。
　平成２５年度に開園予定です。町民の皆さんから名称（案）を募集し、新保育園の名称を決める参考
資料とさせていただきます。
□応募資格　阿久比町に住所を有する方
□応募方法　応募用紙、はがき、ＦＡＸのいずれかで応募ください。
　町ホームページ（http://www.town.agui.lg.jp/ka/meishou.html）からも応募することができます。
※　いずれの方法も、新保育園の名称と応募者の住所・氏名・年齢・電話番号を必ずご記入ください。
応募はお一人につき１点のみといたします。

　○新保育園概要
　　・場　所　阿久比町大字卯坂字大平　地内（英比小学校南側）
　　・定　員　２００人（予定）
　　※　詳しくは、町ホームページ「阿久比町立新保育所基本計画」（トップページの「町政情報」
　　　→「各種計画」）をご参照ください。住民福祉課（児童福祉係）窓口にも備えています。

□募集期間　１１月１日（火）～１１月３０日（水）（必着）
□応募用紙配布窓口および受付窓口
　町内保育園（８園）、子育て支援センター、住民福祉課児童福祉係
□名称の公表　町広報・ホームページにより公表
※　名称が採用されても謝礼などはありません。
□応募 ･問い合わせ先　住民福祉課児童福祉係　�（４８）１１１１（内２２６）　FAX（４８）０２２９　 
　（はがきで応募の場合）送付先住所　〒４７０-２２９２　阿久比町大字卯坂字殿越５０

循環バスが満員の場合は乗車いただくことが
できませんのでご了承ください

　１０月１日の運行開始から循環バスを多く
の皆さんにご利用いただき、ありがとうご
ざいます。
　循環バスの乗車定員は、１４人です。満員の
場合、ご乗車いただくことができません。
その際は、申し訳ありませんが、フロント
ガラスに「満員　通過します」と表示を掲
げ、停留所を通過します。

　循環バスは、乗客乗降のため停留所に停車します。停車するバスにご注意い
ただきますとともに、バスが停留所から発車する際には、進路をお譲りくださ
るようにお願いします。
□問い合わせ先　防災交通課　�（４８）１１１１（内２７７）

満車時の表示

平成25年度に開園（予定）新保育園の名称（案）を募集 平成25年度に開園（予定）新保育園の名称（案）を募集 平成25年度に開園（予定）新保育園の名称（案）を募集 平成25年度に開園（予定）新保育園の名称（案）を募集 
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第
六
十
三
回
町
民
体
育
祭
レ
ク
リ
エ
ー

シ
ョ
ン
大
会
が
十
月
九
日
、
阿
久
比
中
学

校
運
動
場
で
あ
り
ま
し
た
。

　

昨
年
は
雨
天
の
た
め
中
止
と
な
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
が
、
今
年
は
、
運
動
に
は
絶

好
の
さ
わ
や
か
な
秋
晴
れ
の
下
で
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

今
年
か
ら
「
陽
な
た
の
丘
」
地
区
も
新

た
に
加
わ
り
ま
し
た
。
九
月
に
自
治
会
が

発
足
し
、
大
会
ま
で
の
期
間
が
短
か
っ
た

た
め
地
区
対
抗
の
得
点
種
目
へ
の
参
加
は

見
送
ら
れ
ま
し
た
が
、
他
の
地
区
と
同
様

に
入
場
行
進
を
行
い
、
自
由
参
加
競
技
を

楽
し
み
ま
し
た
。

　

競
技
開
始
前
に
は
体
育
協
会
表
彰
が
あ

り
、
二
十
六
の
個
人
・
団
体
が
表
彰
さ
れ

ま
し
た
。

　

町
内
二
十
二
地
区
で
競
う
得
点
種
目
に

よ
る
地
区
対
抗
戦
は
、
白
沢
台
が
総
合
優

勝
に
輝
き
ま
し
た
。
表
彰
順
位
は
次
の
と

お
り
で
す
。

　

▽
優
勝　

白
沢
台
地
区
▽
準
優
勝　

植

地
区
▽
第
三
位　

椋
岡
地
区
▽
第
四
位　

草
木
地
区
▽
第
五
位　

宮
津
山
田
地
区
▽

第
六
位　

白
沢
地
区

　

昼
休
憩
の
時
間
に
は
、
第
二
十
九

回
全
日
本
ジ
ュ
ニ
ア
新
体
操
選
手
権

大
会
に
出
場
す
る
阿
久
比
中
学
校
新

体
操
部
の
演
技
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

美
し
い
演
技
に
、
訪
れ
た
観
衆
か
ら

は
大
き
な
拍
手
が
起
こ
っ
て
い
ま
し

た
。
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●交通安全功労者として表彰

交通安全協会半田支部阿久比分会の竹内幸太郎会長
（白沢）が９月２９日に、半田市福祉文化会館（雁宿ホー
ル）で開かれた「平成２３年交通安全功労者等表彰」で
「中部管区警察局長・中部交通安全協会協議会表彰」
を受けました。
報告に町長室を訪れた竹内さんは「これからも元気

に、町の交通安全のため尽力したい」と笑顔で語りま
した。竹内さんは、平成１１年から阿久比分会の会長を
務め、過去に全日本交通安全協会長表彰も受けていま
す。

町長に報告する竹内さん

●戦没者を追悼

平成２３年度阿久比町戦没者追悼式を１０月５日に勤労
福祉センター（エスペランス丸山）で開き、太平洋戦争
で亡くなった２３５人の戦没者を追悼しました。
式には約９０人が出席。町長が「平和を次の世代に引
き継いでいくことが私たちの責務です」と、遺族会長
の竹内義則さん（草木）は「６６年という歳月がたちまし
たが、戦争により亡くなられた人々を忘れてはなりま
せん。戦争の悲惨さと平和の尊さを後世に伝えていき
ます」と追悼の言葉を述べました。
参列者は平和への願いを込め、一本ずつ菊の花をさ
さげ、戦没者の冥福を祈りました。

献花する参列者

●自分たちが育てた稲を刈る

草木小学校の４年生～６年生の児童約１１０人が９月
２８日に、小学校近くの田んぼで稲刈りをしました。
５年生を中心とした米作り学習で、５月２８日に自分

たちで苗を植えました。４カ月間で立派に育ち、見事
な穂をつけました。子どもたちは、小さな手で鎌を
使って稲を刈り取り、束にまとめて縛ります。慣れな
い作業に苦労しながらも、協力して進めると、見る見
るうちに刈られていきました。
収穫したもち米を使い、１０月には子ども会やＰＴＡ

の皆さんと子どもたちが小学校で餅つきをして、みん
なで味わいました。

稲刈りをする児童

●おいしいごはんいただきました

町内で収穫されたブランド米「れんげちゃん」を
使った給食の試食会が９月３０日に生産者を招いて行わ
れました。町内４小学校と中学校で開かれ、中学校の
試食会には、生産者とともに町長も参加しました。
この給食は、地産地消の取り組みの一つとして、
「れんげちゃん」の新米を子どもたちに提供したいと
いう生産者からの申し出によるものです。生産者の竹
内五一さん（草木）は「子どもが『おいしい』と食べ
てくれてうれしい」と語っていました。
新米は、町内の各保育園、幼稚園にも提供され、園
児たちも食べました。

町長と一緒に給食を食べる生徒
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

●書家の親子による講演会

「第１４回阿久比町福祉のつどい」が１０月２日、中央
公民館と公民館北側駐車場で行われました。
書家の金澤泰子さんと翔子さんを迎えた講演会は、

約４００人の聴衆を集めました。泰子さんは、生後間も
なくダウン症と告知された娘の翔子さんを育てる中で
感じたこと、翔子さんの書く字を見て多くの人が涙を
流して感動することなどを語りました。講演の前に 揮 

き

 毫 があり、翔子さんは力強く「希望光」と書き上げま
ごう

した。
なお、来年のＮＨＫ大河ドラマでは、翔子さんの書

が題字として使われます。

揮毫する翔子さん（中）と母泰子さん（左）

●全国大会で飛躍を誓う

日本ジュニア陸上競技選手権大会（１０月２１日～２３日
に名古屋市で開催）１１０メートル障害に出場する阿久
比高校1年生の山本健太君を１０月１１日、町長が激励し
ました。
山本君は、９月２４日に行われた県高校新人体育大会
で、高校１年生の日本歴代４位となる好記録（１４秒
６６）で優勝し、１０月に行われる大会への出場を決めま
した。高校生と１９歳以下の大学生らが対象となる日本
ジュニア大会に臨み「高校１年歴代１位記録の１４秒６０
を超えたい。緊張すると思うが、自分の走りをした
い」と力強く語りました。

飛躍を誓う山本君（右）

●ダイヤモンド婚・金婚者を祝う

結婚６０周年のダイヤモンド婚を迎える１２組と５０周年
の金婚を迎える４２組の夫婦を祝う会が９月２８日、勤労
福祉センター（エスペランス丸山）で約１７０人が参加
して開かれました。
長年連れ添ってきた夫婦は、お祝いの会実行委員の

インタビューに「奥さんの手料理は何でもおいしい」
「そう言ってくれるのはうれしい」と笑顔で答えてい
ました。
アトラクションで、中部保育園の園児による歌や

踊り、「 絃 の会」による琴の演奏が披露されました。
いと

実行委員によるお祝いのインタビュー

●出発式を開きました

１０月１日から運行を開始し、町内を走っている循環
バスですが、既に利用していただけたでしょうか。
運行開始に先立ち９月３０日には、役場玄関前で出発
式を開きました。
町長、町議会議長、半田警察署長、循環バス運行評
価委員会長、行政協力員会長がテープカットを行い、
いよいよバスが出発です。来賓を乗せた１号車（ブ
ルーライン）と２号車（オレンジライン）は、町長の
発声で動き出し、会場に集まった皆さんが拍手ととも
に見送りました。

テープカットをする皆さん

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）
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○ １００ 

　「秋の陽はつるべ落とし」といわれ
ますが、秋の夜長は、親子で触れ合う
絶好の機会です。最近は日暮れが早く、
家庭で親子一緒に過ごす時間も長く
なったのではないでしょうか。
　親子の触れ合いは、子どもの成長に
とってかけがえのないものです。テレ
ビやゲームのスイッチを切って、親子
一緒に読書してみましょう。今年も
「親子ふれあい読書キャンペーン」を
町内全ての幼稚園・保育園・小学校・
中学校で行います。
　小学校低学年や就学前のお子さんに
は、保護者が読み聞かせをして、読書
の楽しさを伝えてください。小学校高
学年や中学生は、親子それぞれで好き
な本を読むのもいいかもしれません。
本を通して、親子で同じ時間や話題を
共有しましょう。心を落ち着け、読書を親しむことで、子どもの年齢にあった学習習慣や生活習慣が身に
付きます。
　今年の読書カレンダーのデザインも決まりました。カレンダーは、各園・学校を通して配布しますので、
ご覧ください。

読読書書のの秋秋！！ふふれれああいいのの秋秋！！！！
「親子ふれあい読書キャンペーン」
期 間 １０月１８日～１１月１２日

��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																				
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　平成１９年度から実施している「幼保小中高一斉あいさつ運動」を、今年も次の日程で実施します。
保護者や地域の皆さんもご協力ください。

期　間　１１月１５日（火）～２１日（月）
　　　　（土・日を除く幼児・児童・生徒が登園・登校する時間）
※　保護者の皆さんは、各園・学校の案内に従ってください。特
に案内がない場合は、自宅の前など活動しやすい場所で声を掛
けてください。
□問い合わせ先　学校教育課　�（４８）１１１１（内２０２）
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「
小
学
生
海
外
派
遣
事
業
」
と
「
中
学
生
海
外
生
活
体
験
事
業
」
の
報
告
会
が
九
月

二
十
二
日
、
中
央
公
民
館
本
館
で
あ
り
ま
し
た
。
子
ど
も
た
ち
は
、
町
長
、
町
議
会
議

員
、
教
育
委
員
な
ど
の
前
で
、
楽
し
か
っ
た
思
い
出
や
貴
重
な
体
験
を
報
告
し
ま
し
た
。

日 本 

オ ー ス ト ラ リ ア 

ニュージーランド 

パプアニューギニア 

大　　平　　洋 

マレーシア 

フィリピン 

カナダ 

バンクーバー 

シンガポール 

　

報
告
会
で
は
現
地
で
撮
っ
た
写
真
を
使

い
な
が
ら
、
一
人
一
人
が
、
体
験
し
た
苦

労
や
学
ん
で
き
た
文
化
、
人
々
と
の
交
流

に
つ
い
て
発
表
し
ま
し
た
。

　

町
で
は
、
国
際
感
覚
を
身
に
付
け
た
心

豊
か
な
子
ど
も
の
育
成
や
国
際
交
流
を
目

的
と
し
て
事
業
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

小
学
生
海
外
派
遣
事
業
は
「
愛
知
県
フ

レ
ン
ド
シ
ッ
プ
継
承
交
付
金
事
業
」
の
一

環
と
し
て
行
わ
れ
、
今
年
で
三
回
目
で
す
。

町
内
四
小
学
校
か
ら
選
ば
れ
た
六
年
生
児

童
十
五
人
が
七
月
二
十
六
日
か
ら
七
月
三

十
一
日
ま
で
の
六
日
間
、
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル

を
訪
れ
ま
し
た
。

　

今
年
は
、
五
月
に
予
定
し
て
い
た
シ
ン

ガ
ポ
ー
ル
の
フ
ェ
ン
シ
ャ
ン
小
学
校
児
童

を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

東
日
本
大
震
災
に
よ
る
影
響
で
、
先
方
か

ら
の
申
し
出
で
中
止
と
な
っ
て
し
ま
い
ま

し
た
。
昨
年
の
よ
う
に
双
方
の
交
流
が
で

き
な
か
っ
た
の
は
と
て
も
残
念
で
す
。

　

中
学
生
海
外
家
庭
生
活
体
験
事
業
は
、

今
年
で
回
を
重
ね
る
こ
と
十
七
回
。
選
抜

さ
れ
た
三
年
生
の
生
徒
十
人
が
八
月
十
六

日
か
ら
八
月
二
十
五
日
ま
で
の
十
日
間
の

日
程
で
、
カ
ナ
ダ
の
バ
ン
ク
ー
バ
ー
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

こ
ち
ら
は
、
二
月
に
ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン

ド
で
大
地
震
が
発
生
し
た
こ
と
に
よ
り
、

生
徒
の
安
全
を
考
え
て
、
訪
問
先
を
カ
ナ

ダ
に
変
更
し
ま
し
た
。
そ
の
関
係
で

フ
ァ
ー
ム
ス
テ
イ
を
行
う
こ
と
は
で
き
な

く
な
り
ま
し
た
が
、
そ
の
分
ホ
ー
ム
ス
テ

イ
の
日
数
が
増
え
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
の
交
流
が
充
実
し
た
よ
う
で
す
。

　

次
ペ
ー
ジ
以
降
で
、
子
ど
も
た
ち
に
よ

る
報
告
書
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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◎　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
に
日
本
の
様
子

が
分
か
り
や
す
く
伝
わ
る
よ
う
に
ミ
ニ

ア
ル
バ
ム
を
作
り
ま
し
た
。
日
本
の
様

子
や
自
己
紹
介
な
ど
を
書
き
ま
し
た
。

ア
ル
バ
ム
は
全
部
英
語
で
書
く
の
で
と

て
も
大
変
で
し
た
。

◎　

シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
は
す
ご
く
水
に
困
っ

て
い
て
、
隣
の
マ
レ
ー
シ
ア
か
ら
水
を

輸
入
し
て
い
ま
す
。
水
道
の
水
は
あ
ま

り
き
れ
い
で
は
な
い
の
で
、
私
た
ち
は

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
水
を
飲
ん
で
い
ま
し

た
。

◎　

バ
ス
で
国
境
を
越
え
て
マ
レ
ー
シ
ア

へ
渡
り
、
そ
こ
か
ら
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
を

見
る
と
い
う
日
本
で
は
で
き
な
い
貴
重

田中　瞭伍（英比小学校）
鹿島　杏花（草木小学校）
服部　未来（英比小学校）
足立　尚哉（南部小学校）
竹内　さと（南部小学校）
水野　伽保（東部小学校）
菅原　晴子（英比小学校）
岡戸　純　（英比小学校）
土井　春香（南部小学校）
山田　将也（南部小学校）
及川真結香（英比小学校）
竹内　一　（南部小学校）
新美　若菜（南部小学校）
竹内　琳香（英比小学校）
田中　大　（東部小学校）

な
体
験
が
で
き
て
よ
か
っ
た
で
す
。

困
っ
た
こ
と
は
英
語
が
わ
か
ら
な
い
こ

と
で
す
。
で
も
、
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー
で
何

と
か
気
持
ち
は
伝
わ
り
ま
す
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
も
理
解
し
よ
う
と
し
て
く

れ
る
の
で
、
恥
ず
か
し
が
ら
ず
に
や
る

と
い
い
と
思
い
ま
す
。

◎　

フ
ェ
ン
シ
ャ
ン
小
学
校
に
行
く
に
は
、

朝
早
く
起
き
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

午
前
六
時
に
起
き
て
、
七
時
前
に
家
を

出
ま
し
た
。
で
も
空
は
、
ま
だ
真
っ
暗

で
し
た
。

◎　

学
校
に
行
く
と
き
に
、
電
車
と
バ
ス

と
タ
ク
シ
ー
に
乗
り
ま
し
た
。
外
国
の

乗
り
物
に
乗
る
の
は
初
め
て
だ
っ
た
の

で
、
と
て
も
面
白
か
っ
た
し
、
わ
く
わ

く
し
ま
し
た
。

◎　

僕
が
び
っ
く
り
し
た
の
は
、
学
校
の

大
き
さ
で
す
。
そ
れ
か
ら
、
給
食
が
な

い
こ
と
で
す
。
僕
た
ち
は
み
ん
な
同
じ

物
を
食
べ
る
け
ど
、
フ
ェ
ン
シ
ャ
ン
小

学
校
で
は
中
国
、
イ
ン
ド
、
マ
レ
ー
シ

ア
、
韓
国
な
ど
か
ら
来
た
人
が
い
て
、

宗
教
な
ど
で
食
べ
ら
れ
な
い
物
が
あ
る

か
ら
か
な
と
思
い
ま
し
た
。

◎　

学
校
で
も
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
先
の
家
で

も
、
日
本
で
食
べ
慣
れ
て
い
る
も
の
と

は
違
っ
た
味
が
多
く
て
、
と
て
も
日
本

食
が
恋
し
く
な
り
ま
し
た
。

◎　

私
は
「
大
丈
夫
」
と
言
わ
れ
て
も
、

行
く
前
ま
で
は
と
て
も
不
安
で
し
た
。

で
も
、
い
ざ
行
っ
て
み
る
と
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
人
は
優
し
く
し
て
く
れ

て
、
バ
デ
ィ
と
も
仲
良
く
な
れ
ま
し
た
。

言
葉
は
通
じ
ま
せ
ん
が
ジ
ェ
ス
チ
ャ
ー

で
何
と
か
な
り
ま
し
た
。
空
港
で
の
お

別
れ
の
時
、
別
れ
る
の
が
い
や
で
悲
し

く
て
泣
い
て
し
ま
い
ま
し
た
。
今
は
会

え
な
い
の
で
チ
ャ
ッ
ト
で
や
り
と
り
を

し
て
い
ま
す
。
と
て
も
楽
し
く
て
思
い

出
に
残
る
ホ
ー
ム
ス
テ
イ
で
し
た
。

◎　

僕
が
英
語
を
話
せ
な
く
て
困
っ
て
い

る
と
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
は
、
い
ろ
い

ろ
な
こ
と
を
し
て
話
そ
う
と
し
て
く
れ

ま
し
た
。
そ
し
て
、
僕
の
下
手
な
英
語

も
が
ん
ば
っ
て
聞
い
て
く
れ
て
と
て
も

あ
り
が
た
か
っ
た
で
す
。
日
に
ち
が
た

つ
と
、
英
語
で
の
生
活
に
も
慣
れ
、
積

極
的
に
話
す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な

り
ま
し
た
。
今
度
は
英
語
が
話
せ
る
よ

う
に
な
っ
て
行
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー

と
お
に
ぎ
り
作
り
に
挑
戦
し
、
み
ん
な
で

試
食
会
を
し
た
こ
と
な
ど
報
告
書
に
は
、

子
ど
も
た
ち
の
感
想
が
た
く
さ
ん
詰
ま
っ

て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
機
会
に
、
外
国
に

関
心
を
持
つ
子
ど
も
が
増
え
、
国
際
交
流

の
輪
が
広
が
っ
て
い
く
こ
と
で
し
ょ
う
。

参加した６年生
児童１５人

　

第
三
回
阿
久
比
町
小
学
生
海
外
派
遣
事
業
に
参
加

し
た
児
童
た
ち
が
「
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
派
遣
報
告
書
」
を

ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の
う
ち
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。
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第
十
七
回
阿
久
比
町
中
学
生
海
外
家
庭
生
活
体
験

事
業
に
参
加
し
た
生
徒
た
ち
が
、
バ
ン
ク
ー
バ
ー
で
体

験
し
た
こ
と
な
ど
を
報
告
書
に
ま
と
め
ま
し
た
。
そ
の

う
ち
の
一
部
を
紹
介
し
ま
す
。

◎　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
は
と
て
も

大
き
く
て
、
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
家

に
入
る
と
、
皆
さ
ん
が
迎
え
て
く
れ
ま

し
た
。
あ
い
さ
つ
を
し
っ
か
り
考
え
て

き
た
の
で
す
が
「
ハ
ロ
ー
」
と
「
ナ
イ

ス
ト
ゥ
ミ
ー
チ
ュ
ー
」
を
元
気
よ
く
言

う
の
が
精
い
っ
ぱ
い
で
し
た
。
ホ
ス
ト

フ
ァ
ミ
リ
ー
の
皆
さ
ん
は
、
僕
に
い
ろ

い
ろ
話
し
か
け
て
き
て
く
れ
ま
し
た
。

初
日
は
何
を
言
っ
て
い
る
の
か
よ
く
分

か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
僕
は
理
解
し
よ

う
と
必
死
で
、
何
度
も
聞
き
返
し
て
し

ま
い
ま
し
た
。
で
も
、
皆
さ
ん
と
て
も

優
し
く
、
絵
を
か
い
て
説
明
す
る
な
ど

嫌
が
ら
ず
に
伝
え
て
く
れ
ま
し
た
。
慣

れ
て
く
る
と
だ
ん
だ
ん
英
語
で
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
が
上
手
に
な

り
「
英
語
で
会
話
す
る
の
っ
て
す
ご
く

楽
し
い
な
あ
」
と
思
う
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

◎　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
の
家
か
ら
語
学

学
校
ま
で
バ
ス
と
電
車
を
使
い
、
一
人

で
通
学
す
る
途
中
、
道
に
迷
い
ま
し
た
。

英
語
で
声
を
掛
け
る
度
胸
も
な
く
、
涙

が
出
る
思
い
で
し
た
が
、
勇
気
を
出
し

て
学
校
ま
で
の
道
を
聞
く
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。
消
極
的
な
僕
に
は
良
い
経
験

で
し
た
。

◎　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
に
「
帰
り
は
駅

ま
で
迎
え
に
行
く
の
で
電
話
し
て
」
と

言
わ
れ
て
い
た
の
で
、
公
衆
電
話
を
探

し
た
が
見
つ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。
思

い
切
っ
て
近
く
の
女
性
に
「
電
話
を
貸

し
て
く
だ
さ
い
」
と
声
を
掛
け
る
と
、

笑
顔
で
気
持
ち
よ
く
貸
し
て
く
れ
ま
し

た
。
電
話
を
し
て
し
ば
ら
く
そ
の
場
で

待
っ
て
い
る
と
、
電
話
を
貸
し
て
く
れ

た
女
性
が
、
ホ
ス
ト
フ
ァ
ー
ザ
ー
が
い

る
場
所
を
私
に
分
か
る
よ
う
に
と
て
も

親
切
に
教
え
て
く
れ
ま
し
た
。
人
に
親

切
に
す
る
こ
と
が
自
然
に
で
き
る
こ
と

は
す
ば
ら
し
い
と
思
い
ま
し
た
。

◎　

カ
ナ
ダ
で
食
べ
た
お
米
は
、
細
長
く
、

日
本
の
も
の
と
違
い
パ
サ
パ
サ
し
て
い

ま
し
た
。
普
段
食
べ
て
い
る
日
本
の
お

米
の
お
い
し
さ
を
、
こ
の
と
き
初
め
て

感
じ
ま
し
た
。
当
た
り
前
の
よ
う
に
口

に
し
て
い
ま
す
が
、
こ
れ
は
と
て
も
幸

せ
な
こ
と
で
あ
る
と
感
じ
、
お
米
だ
け

で
な
く
、
僕
た
ち
が
口
に
す
る
さ
ま
ざ

ま
な
食
べ
物
に
日
本
は
恵
ま
れ
て
い
る

と
思
い
ま
し
た
。
帰
国
し
て
、
日
本
の

食
事
に
感
謝
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

◎　

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
と
お
別
れ
の
時

「
ま
た
会
い
た
い
。
ま
た
来
た
い
」
と

言
っ
た
ら
「
い
つ
で
も
帰
っ
て
お
い
で
。

待
っ
て
い
る
か
ら
ね
」
と
目
を
真
っ
赤

に
し
た
ホ
ス
ト
マ
ザ
ー
が
抱
き
し
め
て

言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
私
に
は
、
カ
ナ

ダ
に
も
う
一
つ
の
大
事
な
家
族
が
で
き

ま
し
た
。

　
　
　
　
　

◇　
　
　
　

◇　
　
　
　
　

　

こ
の
ほ
か
に
も
、
語
学
学
校
で
の
楽
し

い
授
業
の
様
子
や
観
光
な
ど
で
雄
大
な
大

自
然
を
堪
能
し
た
こ
と
が
書
か
れ
て
い
ま

し
た
。

　

小
学
生
の
報
告
書
に
も
共
通
し
て
い
ま

す
が
、
子
ど
も
た
ち
は
、
英
語
が
話
せ
な

か
っ
た
り
、
相
手
の
し
ゃ
べ
っ
て
い
る
英

語
が
聞
き
取
れ
な
か
っ
た
り
し
て
苦
労
し

た
よ
う
で
す
。
し
か
し
、
英
語
を
し
っ
か

り
身
に
つ
け
て
も
う
一
度
行
き
た
い
と
い

う
熱
い
思
い
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

　

海
外
で
の
経
験
が
、
子
ど
も
た
ち
を
大

き
く
成
長
さ
せ
た
よ
う
で
す
。

参加した３年生の生徒１０人
中谷　円郁
新美　翔
�士　幸樹
榊原　李緒
須藤　祐佳

山内　里紗
金銅　健太
竹内　佑樹
新美　陽平
杉本　雛乃
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日にち　１０月４日～１１月１日（全５回）
場　所　中央公民館
　未就園児と保護者を対象とした、阿久比町在住の水
野良美さんと関啓子さんによる講座を開講しました。
　育児の話や読み聞かせの後には、親子で料理と試食
会。
　終始楽しい雰囲気で、公民館にいながらにして“ピ
クニック気分”を味わえる講座となりました。

「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「すすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすすくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくくピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピピクククククククククククククククククククククニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニニッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククク」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「スススススススススススススススススススススクククククククククククククククククククククラララララララララララララララララララララッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッップププププププププププププププププププププブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブブッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキキンンンンンンンンンンンンンンンンンンンンングググググググググググググググググググググ教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室室」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」

日にち　１０月５日、１９日（全２回）
場　所　中央公民館
　インストラクターの奥田華容さんによる教室を開き
ました。
　各自が持参した子ども、家族、旅行などの写真を、
思い思いにデコレーションしてきれいな作品に仕上げ
ました。
　写真をそのままアルバムに貼るのとは違い、その時
の雰囲気や思いも素敵な形で残すことができました。

人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権権教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教教育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育育推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推推進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進進事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業業講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講講演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演演会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会をををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををををを開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開開催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催催人権教育推進事業講演会を開催
　人権に対する理解と認識を深め、差別意識の解消を図るため講演会を開催します。

□日　時　１２月４日（日）　午後１時３０分～午後３時

□場　所　中央公民館本館３階３０１号室

□演　題　「人権落語」　～ 考えよう、言葉と人権 ～

　　　　　（講話と落語による講演です。）

□講　師　落語家　桂　文喬　氏

□定　員　１００人

□受講料　無料

　　　　　※　整理券が必要です。整理券は、１１月８日（火）から

　　　　　　社会教育課窓口（土曜日、日曜日、祝日は公民館窓口）で配布します。

□問い合わせ先　社会教育課　�（４８）１１１１（内２８０）
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「
に
ゃ
ー
に
ゃ
ー
」
な
い
て
も
だ
れ
も

こ
な
い
し
、
あ
た
り
は
く
ら
く
て
さ
む

い
。
明
る
い
と
こ
ろ
を
さ
が
し
て
は
い

で
た
。
お
日
様
の
光
り
に
あ
た
っ
た
ら

や
た
ら
と
、
お
な
か
が
す
い
た
。

「
に
ゃ
ー
に
ゃ
ー
」
と
、
歩
い
て
い
た

ら
し
ば
ふ
の
庭
だ
っ
た
。

「
あ
ら
、
か
わ
い
い
ね
こ
ち
ゃ
ん
ね
。

で
も
う
ち
で
は
、
か
え
な
い
わ
」

　

そ
う
い
っ
て
家
の
中
へ
入
っ
て
い
っ

た
お
ば
さ
ん
は
、
ミ
ル
ク
の
入
っ
た

ボ
ー
ル
を
持
っ
て
き
て
、

「
こ
れ
で
も
、
お
の
み
」

と
、
だ
し
て
く
れ
た
。

　

あ
の
時
は
、
本
当
に
う
れ
し
か
っ
た
。

　

母
さ
ん
を
思
い
だ
し
た
。
母
さ
ん
は
、

美
し
い
三
毛
ね
こ
だ
っ
た
。
う
す
ぐ
ら

い
じ
め
じ
め
し
た
と
こ
ろ
で
、
お
っ
ぱ

い
を
吸
っ
た
の
を
か
す
か
に
お
ぼ
え
て

い
る
。
ぼ
く
の
ほ
か
に
兄
と
妹
が
い
た

よ
う
な
気
が
す
る
。
ぼ
ん
や
り
か
す
ん

だ
夢
の
よ
う
な
記
憶
だ
。

　

気
が
つ
い
た
と
き
に
は
、
ぼ
く
の
そ

ば
に
、
だ
れ
も
い
な
か
っ
た
。

　

ミ
ル
ク
を
飲
ん
で
少
し
あ
っ
た
ま
っ

た
ぼ
く
は
、
し
ば
ふ
の
庭
を
は
な
れ
た
。

　

静
か
な
住
宅
地
だ
っ
た
の
で
、
人
間

は
、
ぼ
く
を
見
て
も
「
黒
ち
ゃ
ん
」
と

か
「
黒
」
と
呼
ぶ
だ
け
で
追
い
か
け
た

り
し
て
こ
な
か
っ
た
。

　

あ
る
日
、
海
岸
を
歩
い
て
い
る
と
、

さ
ん
ぽ
を
し
て
い
る
お
じ
さ
ん
に
で

あ
っ
た
。
お
じ
さ
ん
は
、
ポ
ケ
ッ
ト
か

ら
何
か
出
し
て

「
こ
れ
で
も
食
べ
る
か
？
」

と
、
い
っ
た
。

　

ビ
ス
ケ
ッ
ト
だ
っ
た
。
ぼ
く
に
食
べ

物
を
く
れ
る
人
は
め
っ
た
に
い
な
い
。

（
う
れ
し
い
！
）

　

次
の
朝
も
海
岸
に
い
っ
て
み
た
。

　

お
じ
さ
ん
が
、
歩
い
て
い
た
。
ぼ
く

を
見
る
と
、

「
黒
べ
え
、
こ
っ
ち
へ
お
い
で
」

そ
う
い
っ
て
、
ポ
ケ
ッ
ト
か
ら
キ
ャ
ッ

ト
フ
ー
ド
を
出
し
て
く
れ
た
。

　

ぼ
く
は
、
か
ん
げ
き
し
た
。

　

ぼ
く
の
た
め
に
わ
ざ
わ
ざ
キ
ャ
ッ
ト

フ
ー
ド
を
、
持
っ
て
き
て
く
れ
た
。

　

そ
れ
か
ら
は
、
天
気
の
よ
い
日
は
、

海
岸
に
出
か
け
る
よ
う
に
し
て
い
る
。

　
　
　

お
じ
さ
ん
は
、
ぼ
く
を
見
る
と
、

「
黒
べ
え
」
と
呼
ぶ
。「
に
ゃ
お
、
に
ゃ
ぉ
」

と
寄
っ
て
い
く
。
一
時
を
す
ご
す
と
、

お
じ
さ
ん
は
、
か
え
っ
て
い
く
。

　

雨
が
ふ
る
と
、
の
ら
ね
こ
は
悲
し
い
。

お
宮
の
え
ん
の
下
と
か
お
寺
の
階
段
は

特
等
席
だ
。
今
で
は
、
金
網
の
は
っ
て

あ
る
と
こ
ろ
も
お
お
い
。

　

そ
ん
な
時
、
か
い
ね
こ
は
い
い
な
ぁ

と
思
う
。
せ
っ
か
く
特
等
席
ま
で
い
っ

て
も
先
に
ボ
ス
が
い
た
ら
、
ね
こ
仲
間

で
は
、
ひ
き
さ
が
る
の
が
き
ま
り
だ
。

　

そ
ん
な
時
は
、
木
の
し
げ
っ
た
と
こ

ろ
を
さ
が
し
て
雨
宿
り
す
る
。

　

ぼ
く
た
ち
の
ら
ね
こ
は
、
毎
日
食
べ

物
を
さ
が
さ
な
け
れ
ば
生
き
て
い
け
な

い
。
こ
れ
は
、
た
い
へ
ん
な
こ
と
だ
。

　

生
ま
れ
た
ば
か
り
の
頃
は
、
お
い
し

そ
う
な
匂
い
に
、
近
寄
っ
て
い
っ
た
。

大
抵
は
、
お
い
は
ら
わ
れ
た
が
、

「
黒
ち
ゃ
ん
、
こ
れ
お
食
べ
」

と
、
魚
の
は
し
や
肉
の
残
り
を
だ
し
て

く
れ
る
人
も
い
た
。
食
堂
の
う
ら
と
か

ス
ー
パ
ー
の
ご
み
置
き
場
を
さ
が
し
て

い
る
う
ち
に
、
顔
み
し
り
や
友
達
が
で

き
る
。
そ
し
て
ね
こ
仲
間
の
話
が
は
ず

む
。
今
で
は
、
ど
こ
へ
行
け
ば
、
お
い

し
い
食
べ
物
が
あ
る
か
、
わ
か
る
よ
う

に
な
っ
て
き
た
。

　

人
間
の
中
に
は
、
黒
ね
こ
は
え
ん
ぎ

が
悪
い
と
思
う
人
と
、
え
ん
ぎ
が
良
い

と
考
え
る
人
と
が
い
る
。
ぼ
く
に
は
、

ど
っ
ち
だ
っ
て
い
い
こ
と
だ
が
、
人
間

に
き
ら
わ
れ
な
い
よ
う
に
、
く
ら
し
て

い
く
こ
と
を
心
が
け
て
い
る
。

　

た
と
え
ば
、
ご
み
置
き
場
の
ご
み
袋

を
か
み
破
り
、
あ
た
り
一
面
ち
ら
か
し

て
人
間
を
怒
ら
す
よ
う
な
こ
と
は
、
か

し
こ
い
ね
こ
の
す
る
こ
と
で
は
な
い
。

　

人
間
の
か
っ
て
い
る
金
魚
や
小
鳥
の

そ
ば
に
も
か
し
こ
い
ね
こ
は
近
寄
ら
な

い
。
こ
う
い
う
こ
と
は
、
ね
こ
仲
間
で

話
あ
っ
て
い
る
う
ち
に
、
お
し
え
ら
れ

て
き
た
。

　

首
輪
の
な
い
ね
こ
が
歩
い
て
い
る
と

「
の
ら
ち
ゃ
ん
、
お
い
で
」
と
か

「
黒
、
ご
ち
そ
う
お
い
と
く
よ
」

な
ど
と
、
声
を
か
け
ら
れ
る
こ
と
も
あ

る
。
友
達
に
、
色
々
お
し
え
て
も
ら
っ

て
、
か
し
こ
い
ね
こ
に
な
っ
て
い
く
。

　

の
ら
ね
こ
か
ら
見
れ
ば
、
か
い
ね
こ

は
、
ご
く
ら
く
に
い
る
よ
う
な
も
の
。

い
つ
も
住
む
と
こ
ろ
や
食
べ
物
が
あ
る
。

も
し
不
足
を
い
う
な
ら
ば
、
気
ま
ま
に

歩
き
ま
わ
れ
な
い
こ
と
だ
。

　

ぼ
く
は
、
今
で
も
海
岸
に
い
く
。
あ

の
お
じ
さ
ん
に
あ
い
た
い
か
ら
。
で
も

あ
え
な
い
時
も
あ
る
。
そ
ん
な
時
、

ぼ
く
は
海
を
見
て
か
え
る
。
波
の
音
が

「
黒
べ
え
」
と
呼
ん
で
い
る
よ
う
な
気

が
す
る
。

し
ろ
や
ま
会
員　

か
た
や
ま
の
ぶ
こ

ぼ

く

の

名

前

は

黒

べ

え

ぼ

く

の

名

前

は

黒

べ

え 

ぼ

く

の

名

前

は

黒

べ

え

ぼ

く

の

名

前

は

黒

べ

え 

ぼ

く

の

名

前

は

黒

べ

え 
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１６９ 
防災交通課 
fl（４８）１１１１ 
（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 
　防災行政無線が聞き取りにくい場合は
�（４８）７０３０で確認してください。最新の
メッセージを聞くことができます。

行政無線情報は電話でも
　

町
で
は
、
地
震
発
生
時
の
家
具
の
転
倒

防
止
に
よ
る
死
亡
・
負
傷
な
ど
を
減
ら
す

た
め
に
、
対
象
と
な
る
家
庭
の
家
具
転
倒

防
止
金
具
を
無
償
で
取
り
付
け
ま
す
。

○
対
象
と
な
る
方

　

阿
久
比
町
に
住
所
が
あ
る
方
で
、
次
の

い
ず
れ
か
に
該
当
す
る
世
帯
の
う
ち
、
取

り
付
け
を
希
望
す
る
世
帯
と
し
ま
す
。

①　

満
六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
の
み
で

構
成
さ
れ
る
世
帯

②　

身
体
障
害
者
手
帳
三
級
以
上
の
方
が

属
す
る
世
帯

③　

精
神
障
害
者
保
健
福
祉
手
帳
三
級
以

上
の
方
が
属
す
る
世
帯

④　

療
育
手
帳
Ｂ
判
定
以
上
の
方
が
属
す

る
世
帯

⑤　

母
子
世
帯
で
義
務
教
育
就
学
中
ま
た

は
就
学
以
前
の
子
供
が
属
す
る
世
帯
。

た
だ
し
、
義
務
教
育
終
了
後
の
子
ど
も

が
い
る
場
合
に
は
対
象
外

⑥　

愛
知
県
特
定
疾
患
医
療
給
付
を
受
給

し
て
い
る
方
の
う
ち
、
重
症
患
者
の
認

定
を
受
け
て
い
る
方
が
属
す
る
世
帯

⑦　

①
〜
⑥
に
準
ず
る
世
帯
で
、
障
害
者

手
帳
な
ど
の
交
付
を
受
け
て
い
な
い
世

帯
で
、
税
法
上
の
特
別
障
害
者
控
除
に

該
当
す
る
方
が
属
す
る
世
帯

○
申
し
込
み
方
法
（
手
順
）

①　

印
鑑
を
持
参
し
て
防
災
交
通
課
窓
口

で
配
布
す
る
申
請
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
て
く
だ
さ
い
。
閉
庁
日
を
除
く
十

一
月
三
十
日
ま
で
受
け
付
け
ま
す
。

②　

取
り
付
け
を
希
望
す
る
家
具
な
ど
の

下
見
の
日
程
を
調
整
す
る
た
め
、
後
日
、

防
災
交
通
課
か
ら
電
話
連
絡
し
ま
す
。

③　

町
が
委
託
契
約
し
た
施
工
業
者
と
一

緒
に
防
災
交
通
課
担
当
者
が
訪
問
し
、

家
具
な
ど
の
下
見
を
し
ま
す
。

④　

施
工
業
者
と
取
り
付
け
作
業
日
時
を

決
定
し
ま
す
。

　

対
象
と
な
る
の
は
、
居
住
す
る
家
屋
の

寝
室
や
居
間
な
ど
に
設
置
し
て
あ
る
家
具

（
洋
服
ダ
ン
ス
・
和
ダ
ン
ス
・
食
器
戸
棚

な
ど
）
で
す
。
家
電
や
仏
壇
は
対
象
外
で

す
。
一
世
帯
四
点
ま
で
町
で
費
用
を
負
担

し
ま
す
。

　

金
具
の
種
類
は
、町
が
指
定
す
る
チ
ェ
ー

ン
や
Ｌ
型
金
属
金
具
な
ど
を
使
用
し
、壁
・

柱
な
ど
に
固
定
し
ま
す
。
固
定
す
る
た
め

に
家
具
な
ど
の
移
動
が
必
要
な
場
合
は
、

各
家
庭
で
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

家
具
や
書
庫
な
ど
の
転
倒
防
止
に
つ
い

て
は
、「
あ
い
ち
防
災
協
働
社
会
推
進
協
議

会
」
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（http://w

w
w
.p

ref.aichi.jp/００００００３４０５
.htm
l

）
も
参
考

に
ご
覧
く
だ
さ
い
。

家具転倒防止金具を 
　　 無償で取り付けます 
家具転倒防止金具を 
　　 無償で取り付けます 

家具転倒防止金具 家具転倒防止金具 
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◎
火
災
件
数
は
昨
年
よ
り
増
加

　

知
多
中
部
管
内
（
半
田
市
、
阿
久
比
町
、

武
豊
町
、
東
浦
町
）
で
は
、
平
成
二
十
三

年
八
月
末
ま
で
に
六
十
一
件
の
火
災
が
発

生
し
て
お
り
、
そ
の
う
ち
二
十
五
件
が
建

物
火
災
で
す
。
昨
年
同
時
期
と
比
較
す
る

と
建
物
火
災
は
六
件
減
少
し
て
い
ま
す
が
、

全
体
で
は
二
件
増
加
し
て
い
ま
す
。

　

出
火
原
因
で
は
、「
放
火
（
疑
い
を
含

む
。）」
が
一
位
で
、
続
い
て
「
た
き
火
」

「
た
ば
こ
」
の
順
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
昨
年
と
同
じ
く
一
人
の
尊
い
命
が

火
災
に
よ
り
犠
牲
に
な
り
ま
し
た
。

　

少
し
の
油
断
か
ら
火
災
は
起
き
ま
す
。

火
気
を
取
り
扱
う
時
は
、
十
分
に
注
意
し

ま
し
ょ
う
。

◎
火
気
の
取
り
扱
い
に
は
要
注
意

　

間
も
な
く
冬
に
な
り
、
空
気
が
乾
燥
し

や
す
い
季
節
を
迎
え
ま
す
。
暖
房
器
具
や

コ
ン
ロ
な
ど
で
火
気
を
使
用
す
る
時
は
火

の
そ
ば
か
ら
絶
対
に
離
れ
な
い
よ
う
に
し

て
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
放
火
な
ど
の
不
審

火
も
発
生
し
て
い
ま
す
。
住
宅
の
周
り
に

燃
え
や
す
い
物
を
置
か
な
い
環
境
づ
く
り

を
し
ま
し
ょ
う
。

　

な
お
、
不
審
火
を
発
見
し
た
ら
、
消
防

署
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

◎「
付
け
ま
し
た
か
？
」

　

住
宅
用
火
災
警
報
器

　

住
宅
用
火
災
警
報
器
の
設
置
が
義
務
に

な
り
三
年
が
過
ぎ
ま
し
た
が
、
設
置
は
済

ん
で
い
ま
す
か
。
住
宅
用
火
災
警
報
器
は
、

早
期
発
見
に
よ
り
逃
げ
遅
れ
に
よ
る
死
者

を
防
ぎ
、
大
切
な
財
産
を
守
る
機
器
で
す
。

　

火
災
が
起
き
て
か
ら
で
は
手
遅
れ
で
す
。

一
日
で
も
早
く
住
宅
用
火
災
警
報
器
を
設

置
し
て
く
だ
さ
い
。

〈
事
例
〉
就
寝
中
、
タ
コ
足
配
線
が
原
因

　
　
　

で
出
火
し
た
が
、
警
報
器
の
音
に

　
　
　

気
づ
き
、
家
族
を
避
難
さ
せ
た
。

　
　
　
（
全
焼
）　　
　

愛
知
県
内
に
て

◎
錆
び
、
変
形
の
消
火
器
は
使
用
し
な
い

　

近
年
、
消
火
器
の
破
裂
事
故
を
耳
に
し

た
こ
と
が
あ
る
と
思
い
ま
す
。
底
が
錆
び

て
い
た
り
、
変
形
し
た
消
火
器
を
使
用
す

る
と
本
体
が
破
裂
し
、
重
大
な
事
故
に
つ

な
が
り
ま
す
。
錆
び
や
変
形
の
あ
る
消
火

器
は
放
置
せ
ず
適
正
に
処
分
し
て
く
だ
さ

い
。

　

消
火
器
処
分
に
つ
い
て
の
問
い
合
わ
せ

は
、
消
火
器
リ
サ
イ
ク
ル
推
進
セ
ン
タ
ー

　

�
０
３（
５
８
２
９
）６
７
７
３

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.ferpc.jp/

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

予
防
課　

�（
２
１
）１
４
９
１

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋秋
ののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののののの
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災災
予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予予
防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防防
運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運運
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

　

十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
九九九九九九九九九九九九九九九九九九九九
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

十
一
月
九
日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
水水水水水水水水水水水水水水水水水水水水
））））））））））））））））））））

（
水
）〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜〜十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十

一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一
月月月月月月月月月月月月月月月月月月月月
十十十十十十十十十十十十十十十十十十十十
五五五五五五五五五五五五五五五五五五五五
日日日日日日日日日日日日日日日日日日日日

　
　
　
　
　
　
　
　

十
一
月
十
五
日（（（（（（（（（（（（（（（（（（（（
火火火火火火火火火火火火火火火火火火火火
））））））））））））））））））））

（
火
）

※　

火
災
予
防
運
動
週
間
中
、
午
後
八
時
に
三
十
秒
間
サ
イ
レ
ン
が
鳴
り
ま
す
。

�上
級
救
命
講
習

　

上
級
救
命
講
習
と
は
、
従
来
の
救
命
講

習
に
加
え
傷
病
者
管
理
や
副
子
固
定
、
熱

傷
の
手
当
て
、
搬
送
法
を
学
ぶ
講
習
で
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

十
二
月
七
日（
水
）午
前
九
時
〜
午
後
六

時
・
半
田
消
防
署
・
定
員
三
十
人
（
先

着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

半
田
消
防
署　

�（
２
１
）１
４
９
２

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/

普
通
救
命
講
習

　

救
命
の
た
め
の
応
急
手
当
や
Ａ
Ｅ
Ｄ

（
自
動
体
外
式
除
細
動
器
）
の
使
い
方
の

講
習
を
行
い
ま
す
。

□
日
時
・
場
所
・
定
員

十
二
月
十
七
日（
土
）午
前
九
時
〜
正

午
・
半
田
消
防
署
東
浦
支
署
・
定
員
二

十
人
（
先
着
順
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
中
部
広
域
事
務
組
合
消
防
本
部

　

東
浦
支
署　

�
０
５
６
２（
８
３
）０
１

　

１
９

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.cac

‐ net.ne.jp
/̃chitachu/
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�
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消消消消消消消消消消消消消消消消消消
しししししししししししししししししし
たたたたたたたたたたたたたたたたたた
はははははははははははははははははは
ずずずずずずずずずずずずずずずずずず

決決決決決決決決決決決決決決決決決決
めめめめめめめめめめめめめめめめめめ
つつつつつつつつつつつつつつつつつつ
けけけけけけけけけけけけけけけけけけ
なななななななななななななななななな
いいいいいいいいいいいいいいいいいい
でででででででででででででででででで

もももももももももももももももももも
うううううううううううううううううう
一一一一一一一一一一一一一一一一一一
度度度度度度度度度度度度度度度度度度

消
し
た
は
ず　

決
め
つ
け
な
い
で　

も
う
一
度

（
平
成
二
十
三
年
度　

全
国
統
一
防
火
標
語
）
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�
　

毎
年
十
一
月
十
一
日
〜
十
七
日
は
、
国

税
庁
が
定
め
た
「
税
を
考
え
る
週
間
」
で

す
。
こ
の
週
間
は
、
税
の
意
義
（
必
要
性
）

お
よ
び
役
割
（
使
途
）、
税
務
行
政
の
現
状

を
正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
た
め
に
全

国
的
に
行
わ
れ
る
広
報
・
広
聴
週
間
で
す
。

　

そ
こ
で
、
小
中
学
生
か
ら
募
集
し
た
作

品
中
、
優
秀
作
品
を
次
の
と
お
り
展
示
し

ま
す
。

□
作　

品　

小
学
生
の
習
字
お
よ
び
中
学

生
の
作
文
（
い
ず
れ
も
佳
作
以
上
の
入

賞
作
品
）

□
期　

間　

十
一
月
十
一
日（
金
）〜
十
七

日（
木
）

□
場　

所　

中
央
公
民
館
本
館
一
階
ホ
ー

ル
□
問
い
合
わ
せ
先　

税
務
課
住
民
税
係　

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
５
）

�□
説
明
会
名
・
日
時

・
年
末
調
整
説
明
会

　

十
一
月
二
十
四
日（
木
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

・
青
色
決
算
説
明
会

　

十
一
月
二
十
八
日（
月
）

　

午
後
二
時
〜
午
後
四
時

□
会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）

※　

会
場
は
駐
車
場
が
限
ら
れ
て
い
ま
す
。

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

�

�

�

�

�

�

�

	




�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

　
　

当
日
都
合
の
悪
い
方
は
、別
の
日
時
・

会
場
で
開
催
の
説
明
会
に
出
席
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
問
い
合
わ
せ
先
で
確

認
し
て
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

半
田
税
務
署
総
務
課　

�（
２
１
）３
１

４
１
（
内
２
１
１
）

　

税
務
課
住
民
税
係　

�（
４
８
）１
１
１

１
（
内
３
０
５
）

東
日
本
大
震
災
の

東
日
本
大
震
災
の 

　
　
　
被
災
者
の
皆
様
へ

　
　
　
被
災
者
の
皆
様
へ 

東
日
本
大
震
災
の

東
日
本
大
震
災
の 

　
　
　
被
災
者
の
皆
様
へ

　
　
　
被
災
者
の
皆
様
へ 

東
日
本
大
震
災
の 

　
　
　
被
災
者
の
皆
様
へ 

　

愛
知
県
で
は
、
県
内
に
避
難
さ
れ
て
い

る
東
日
本
大
震
災
で
被
災
さ
れ
た
方
に
適

切
な
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、

こ
れ
ま
で
お
住
ま
い
の
被
災
自
治
体
か
ら

の
情
報
を
ご
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
に

「
愛
知
県
受
入
被
災
者
登
録
制
度
」
を
導

入
し
て
い
ま
す
。
適
切
な
サ
ポ
ー
ト
な
ど

を
十
分
に
お
受
け
い
た
だ
く
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
、
ご
登
録
く
だ
さ
い
。

□
登
録
の
対
象
者　

東
日
本
大
震
災
お
よ

び
福
島
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
伴
う

原
子
力
災
害
に
よ
り
本
県
に
避
難
さ
れ

た
方

□
登
録
の
受
付
場
所　

現
在
お
住
ま
い
の

市
（
区
）
町
村

□
問
い
合
わ
せ
先

　

愛
知
県
被
災
地
域
支
援
対
策
本
部
被
災

者
受
入
対
策
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
７
２
４

　

Ｈ
Ｐ　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

saigaijoho/

◎
「
愛
知
県
受
入
被
災
者

　

登
録
制
度
」
の
お
知
ら
せ

　

愛
知
県
で
は
、
東
日
本
大
震
災
に
よ
り

福
島
県
、
宮
城
県
、
岩
手
県
か
ら
避
難
さ

れ
た
方
に
、
災
害
救
助
法
に
基
づ
く
応
急

仮
設
住
宅
と
し
て
民
間
賃
貸
住
宅
等
を
借

上
げ
て
提
供
し
ま
す
。

□
申
込
受
付
期
間　

十
一
月
一
日（
火
）〜

十
一
月
三
十
日（
水
）

□
入
居
対
象
者　

福
島
県
、
宮
城
県
、
岩

手
県
か
ら
避
難
し
、
一
定
の
条
件
を
満

た
す
方

□
対
象
と
な
る
民
間
賃
貸
住
宅
な
ど

　
　

貸
主
が
応
急
仮
設
住
宅
と
し
て
避
難

者
に
提
供
す
る
こ
と
に
同
意
す
る
な
ど

一
定
の
条
件
を
満
た
す
賃
貸
住
宅
（
家

賃
な
ど
の
限
度
額
が
あ
り
ま
す
。）

□
入
居
期
間　

平
成
二
十
四
年
三
月
三
十

一
日
ま
で
（
た
だ
し
、
災
害
救
助
法
の

適
用
範
囲
内
（
二
年
以
内
）
の
期
間
で

再
契
約
が
で
き
ま
す
。）

□
既
に
入
居
済
み
の
場
合　

一
定
の
条
件

を
満
た
す
場
合
は
、
県
の
借
上
げ
契
約

に
置
き
換
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
建
設
部
建
築

担
当
局
公
営
住
宅
課
県
営
住
宅
管
理
室

�
０
５
２（
９
５
４
）６
５
７
９

　

H
P　

http://w
w
w
.pref.aichi.jp/

saigaijoho/

◎
愛
知
県
被
災
者
用
賃
貸

　

住
宅
借
上
事
業
に
つ
い
て

□登録・サポート体制・情報提供の流れ 

情報提供 

愛知県内の各市町村 

情報提供・連携 被災自治体 

愛知県 

愛知県内に避難されている被災者の皆様 

登録・ニーズ 
の把握 

サポート・ 
情報提供 

情報提供 

連携 
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�
　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
「
あ
ん
ど
」

で
は
、
障
害
を
お
持
ち
の
方
に
、
居
場
所

の
開
設
・
仲
間
と
の
交
流
や
憩
い
の
場
を

提
案
し
て
い
ま
す
。

　

精
神
障
害
を
お
持
ち
の
方
や
そ
の
家
族

の
方
を
対
象
に
、
精
神
障
害
に
関
す
る
勉

強
会
、
交
流
会
な
ど
を
行
い
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
七
日（
木
）　

午
後

一
時
半
〜
午
後
二
時
半

□
場　

所　

オ
ア
シ
ス
セ
ン
タ
ー
（
保
健

セ
ン
タ
ー
）
二
階
和
室

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

□
参
加
費　

無
料

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー　

あ
ん
ど

　

�
０
５
６
２（
３
９
）２
７
７
８

�
　

半
田
公
共
職
業
安
定
所
の
管
内
企
業
を

中
心
に
、
障
害
者
雇
用
を
希
望
し
て
い
る

企
業
が
参
加
（
十
二
社
程
度
）
し
ま
す
。

複
数
の
企
業
と
面
接
が
で
き
ま
す
。

□
日　

時　

十
二
月
八
日（
木
）　

午
後
零

時
五
十
分
〜
午
後
三
時
四
十
分
（
午
後

零
時
二
十
分
受
付
開
始
）

□
場　

所　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）
講
堂

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
公
共
職
業
安
定

所
専
門
援
助
第
一
部
門　

�（
２
１
）０

２
５
２

�□
対
象
者　

障
害
者
手
帳
所
持
者
（
身
体
、

知
的
、
精
神
障
害
）

□
定　

員　

十
五
人
（
面
接
で
選
考
）

□
内　

容　

ホ
ー
ム
ヘ
ル
パ
ー
・
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
基
礎
・
実
践

□
受
講
料　

無
料
（
テ
キ
ス
ト
代
な
ど
八

千
円
程
度
別
途
必
要
）

□
訓
練
期
間　

十
二
月
六
日
（
火
）
〜
平

成
二
十
四
年
三
月
七
日
（
水
）
の
毎
週

月
曜
日
〜
金
曜
日
の
間
で
二
〜
三
日
程

度　

午
前
九
時
〜
午
後
五
時

□
場　

所　

株
式
会
社
ア
バ
ン
セ
ラ
イ
フ

サ
ポ
ー
ト
金
山
校
（
名
古
屋
市
熱
田
区

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
�
�
	


��


�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	

�
�


�
�

金
山
町
１
‐
５
‐
２　

ク
マ
ダ
７
７
ビ

ル
四
階
）

□
申
し
込
み
方
法　

受
講
に
は
、
公
共
職

業
安
定
所
で
の
求
職
登
録
が
必
要
に
な

り
ま
す
。
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

□
申
込
期
限　

十
一
月
九
日（
水
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
障
害
者
職
業
能

力
開
発
校　

�
０
５
３
３（
９
３
）２
１

０
２

�
　

母
子
家
庭
の
母
な
ど
が
就
職
に
結
び
つ

く
可
能
性
の
高
い
技
能
・
資
格
を
習
得
し
、

自
立
を
促
進
す
る
た
め
の
講
習
会
で
す
。

□
講
習
内
容
・
日
程
・
会
場

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�

□
対
象
者　

愛
知
県
内
に
住
ん
で
い
る
母

子
家
庭
の
母
お
よ
び
寡
婦
の
方

□
申
込
方
法　

受
講
申
込
書
を
役
場
住
民

福
祉
課
に
提
出

□
申
込
期
間　

十
一
月
一
日（
火
）〜
二
十

二
日（
火
）

□
受
講
料　

原
則
と
し
て
無
料
（
た
だ
し
、

教
材
費
・
交
通
費
は
自
己
負
担
）

□
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
社
会
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
２
６
）

　

愛
知
県
母
子
寡
婦
福
祉
連
合
会

　

�
０
５
２（
９
１
５
）８
８
６
２

�
　

名
古
屋
法
務
局
と
愛
知
県
人
権
擁
護
委

員
連
合
会
で
は
、
夫
や
パ
ー
ト
ナ
ー
か
ら

の
暴
力
、
職
場
な
ど
で
の
セ
ク
シ
ャ
ル
・

ハ
ラ
ス
メ
ン
ト
、
ス
ト
ー
カ
ー
行
為
な
ど

女
性
に
関
す
る
人
権
問
題
を
取
り
扱
う
相

談
電
話
「
女
性
の
人
権
ホ
ッ
ト
ラ
イ
ン
」

を
開
設
し
て
い
ま
す
。

　

十
一
月
十
四
日
か
ら
二
十
日
ま
で
の
一

週
間
は
、
相
談
時
間
を
延
長
し
て
相
談
に

応
じ
ま
す
の
で
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

□
日
時
・
電
話
番
号

　

十
一
月
十
四
日（
月
）〜
十
八
日（
金
）午

前
八
時
半
〜
午
後
七
時

　

十
一
月
十
九
日（
土
）・
二
十
日（
日
）午

前
十
時
〜
午
後
五
時

　

�
０
５
７
０（
０
７
０
）８
１
０

□
問
い
合
わ
せ
先　

名
古
屋
法
務
局
人
権

擁
護
部　

�
０
５
２（
９
５
２
）８
１
１

１
（
内
１
４
５
０
）

�
�
�
�
�
�
�
	


�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

第第第第第第第第第第第第第第第第第第第第５５５５５５５５５５５５５５５５５５５５次次次次次次次次次次次次次次次次次次次次阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿阿久久久久久久久久久久久久久久久久久久久久比比比比比比比比比比比比比比比比比比比比町町町町町町町町町町町町町町町町町町町町総総総総総総総総総総総総総総総総総総総総合合合合合合合合合合合合合合合合合合合合計計計計計計計計計計計計計計計計計計計計画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画ににににににににににににににににににににおおおおおおおおおおおおおおおおおおおおけけけけけけけけけけけけけけけけけけけけるるるるるるるるるるるるるるるるるるるる第５次阿久比町総合計画における
「「「「「「「「「「「「「「「「「「「「参参参参参参参参参参参参参参参参参参参参画画画画画画画画画画画画画画画画画画画画・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・協協協協協協協協協協協協協協協協協協協協働働働働働働働働働働働働働働働働働働働働のののののののののののののののののののの行行行行行行行行行行行行行行行行行行行行動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動指指指指指指指指指指指指指指指指指指指指針針針針針針針針針針針針針針針針針針針針」」」」」」」」」」」」」」」」」」」」「参画・協働の行動指針」

基本計画第３章・第２節　高齢者施策
○老人クラブへの活動に参加しましょう。

○介護予防活動や健康づくりに取り組みましょう。

○高齢となっても積極的に地域活動に参加しま

しょう。

会　場日　程講習内容

名古屋情報メディア専門
学校（栄サテライト教室）

平成２４年１月１１日（水）～
３月８日（木）のうち１８日間

パソコン
講習初級

名古屋情報メディア専門
学校（栄サテライト教室）

平成２４年１月１０日（火）～
３月１２日（月）のうち１８日間

パソコン
講習中級

名古屋経営会計専門学校
（５号館）

平成２４年１月６日（金）～
３月７日（水）のうち１８日間

経理事務

国際医療管理専門学校
平成２４年１月１２日（木）～
３月１４日（水）のうち１８日間

医療事務
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�
　

図
書
館
で
除
籍
し
た
本
や
雑
誌
を
皆
さ

ん
で
活
用
し
て
く
だ
さ
い
。
一
人
十
冊
ま

で
無
料
で
差
し
上
げ
ま
す
。

□
日　

時　

十
一
月
十
二
日（
土
）・
十
三

日（
日
）　

午
前
十
時
〜
午
後
四
時

※　

当
日
は
、
午
前
九
時
五
十
分
か
ら
会

場
で
整
理
券
を
配
布
し
ま
す
。

□
場　

所　

町
立
図
書
館

※　

十
一
月
十
五
日（
火
）か
ら
二
十
日

（
日
）ま
で
の
間
、
本
が
な
く
な
る
ま
で

配
布
を
続
け
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

町
立
図
書
館

　

�（
４
８
）６
２
３
１

�
　

国
民
年
金
保
険
料
は
、
所
得
税
お
よ
び

住
民
税
の
申
告
で
全
額
が
社
会
保
険
料
控

除
の
対
象
と
な
り
ま
す
。
そ
の
年
の
一
月

一
日
か
ら
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
に
納
付

し
た
保
険
料
が
対
象
で
す
。

　

平
成
二
十
三
年
一
月
一
日
か
ら
九
月
三

十
日
ま
で
の
間
に
国
民
年
金
保
険
料
を
納

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�
�
�
�
�
��
	


�
�
�
�
�



�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

付
さ
れ
た
方
は
、「
社
会
保
険
料
（
国
民
年

金
保
険
料
）
控
除
証
明
書
」
が
十
一
月
上

旬
に
日
本
年
金
機
構
本
部
か
ら
送
付
さ
れ

ま
す
。
年
末
調
整
や
確
定
申
告
の
際
に
は
、

必
ず
こ
の
証
明
書
（
ま
た
は
領
収
書
）
を

添
付
し
て
く
だ
さ
い
。

　
「
社
会
保
険
料
（
国
民
年
金
保
険
料
）
控

除
証
明
書
」
に
つ
い
て
の
照
会
は
、
控
除

証
明
書
の
は
が
き
に
表
示
さ
れ
て
い
る
番

号
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

□
控
除
証
明
専
用
ダ
イ
ヤ
ル
（
平
成
二
十

四
年
三
月
十
五
日
ま
で
）

　

�
０
５
７
０（
０
７
０
）１
１
７

※　

通
話
料
金
は
、
一
般
の
固
定
電
話
の

場
合
、
市
内
通
話
料
金
で
ご
利
用
い
た

だ
け
ま
す
。

※　

I
P
電
話
な
ど
の
方
は
、�
０
３（
６

７
０
０
）１
１
３
０
に
電
話
し
て
く
だ

さ
い
。
通
話
料
金
は
、
全
額
利
用
者
負

担
と
な
り
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

半
田
年
金
事
務
所　

�
（
２
１
）
２
３
２
２

�□
縦
覧
期
間　

十
一
月
八
日（
火
）〜
二
十

二
日（
火
）　

土
曜
日
・
日
曜
日
を
除
く

開
庁
時
間

□
縦
覧
場
所　

愛
知
県
建
設
部
住
宅
計
画

課
（
県
庁
本
庁
舎
五
階
）
お
よ
び
阿
久

比
町
建
設
部
建
設
課

□
変
更（
案
）　

知
多
都
市
計
画
区
域
の
都

市
再
開
発
の
方
針

※　

変
更
（
案
）
に
つ
い
て
、
意
見
の
あ

る
方
は
縦
覧
期
間
中
に
、
愛
知
県
あ
て

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

意
見
書
を
提
出
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
住
宅
計
画
課

　

�
０
５
２（
９
５
４
）６
５
６
９

　

阿
久
比
町
建
設
課　

�（
４
８
）１
１
１

１
（
内
２
８
８
）

�
　

国
土
交
通
省
、
岐
阜
県
、
愛
知
県
、
三

重
県
、
名
古
屋
市
で
は
、
今
後
の
ま
ち
づ

く
り
や
交
通
計
画
な
ど
に
活
用
す
る
た
め
、

皆
さ
ん
が
鉄
道
・
バ
ス
・
自
動
車
・
自
転

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�

�

�

車
な
ど
の
交
通
機
関
を
ど
の
よ
う
に
利
用

し
て
い
る
か
を
調
べ
る
「
パ
ー
ソ
ン
ト

リ
ッ
プ
調
査
」
を
実
施
し
ま
す
。

　

無
作
為
に
選
ん
だ
ご
家
庭
に
、
十
月
〜

十
一
月
ご
ろ
調
査
票
を
お
送
り
し
ま
す
。

　

郵
送
調
査
と
は
別
に
ど
な
た
で
も
ご
回

答
い
た
だ
け
る
Ｗ
Ｅ
Ｂ
調
査
も
実
施
し
ま

す
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

中
京
都
市
圏
パ
ー
ソ

ン
ト
リ
ッ
プ
調
査
相
談
窓
口

　

�
０
１
２
０（
１
０
１
）７
１
１

　

Ｈ
Ｐ　

https://chukyopt.info/

　県立高等技術専門校では、実践的な技能者に向け、職業に必要な技術や知識を学びます。
□訓練科、募集定員、募集期間など

愛知県立高等技術専門校の平成２４年度普通課程訓練生を募集

□選考方法　入校を希望する高等技術専門校で、筆記試験および面接を実施
□入校日　平成２４年４月６日（金）
□申込方法　入校願書を、入校を希望する高等技術専門校へ直接、または半田公共職業安定
所を経由して提出してください。

□入校検定料、入校料、授業料（金額は一部変更されることがあります。）
　入校検定料４,４００円、入校料５,６５０円、授業料６０,０００円（年額）
□問い合わせ先　就業促進課産業人材育成室公共訓練グループ
　�０５２（９５４）６３６４
　電子メール　hideto_yaguchi@pref.aichi.lg.jp

募集定員訓練期間訓 練 科高等技術専門校
２０人２年建築デザイン科

名古屋高等技術専門校
   〒４６２-００２３　名古屋市北区安井２－４－４８
　�０５２（９１７）６７１１

３０人１年モノづくり総合科
（電気電子制御コース）

３０人１年モノづくり総合科
（機械加工コース）

２０人２年モノづくり総合科
（マルチスキルコース）

岡崎高等技術専門校
   〒４４４-０８０２   岡崎市美合町字平端２４
　�０５６４（５１）０７７５

２０人２年木造建築科
東三河高等技術専門校
   〒４４１-１２３１   豊川市一宮町上新切３３－４
　�０５３３（９３）２０１８

選考日募集期間訓練科
１１月１８日（金）１０月３日（月）～１１月９日（水）Ａ日程建築デザイン科

モノづくり総合科 平成２４年２月１７日（金）平成２４年１月６日（金）～２月９日（木）Ｂ日程
１１月１８日（金）１０月３日（月）～１１月９日（水）Ａ日程

木造建築科
平成２４年１月２０日（金）１１月１４日（月）～平成２４年１月１２日（木）Ｃ日程（中学新卒）

□応募資格
高等学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象（平成２４年３月卒業見込
みを含む。）

建築デザイン科
モノづくり総合科

中学校卒業程度の学力を有する３０歳以下の方が対象（平成２４年３月卒業見込み
を含む。）木造建築科
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�
　

児
童
虐
待
に
関
す
る
相
談
対
応
件
数
は

依
然
と
し
て
増
加
し
て
お
り
、
特
に
子
ど

も
の
生
命
が
奪
わ
れ
る
な
ど
重
大
な
事
件

も
後
を
絶
た
な
い
状
況
で
す
。
児
童
虐
待

問
題
は
社
会
全
体
で
解
決
す
べ
き
重
要
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
況
を
踏
ま
え
、
十
一
月
を

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�

�

�

�
�

�

「
児
童
虐
待
防
止
推
進
月
間
」
と
定
め
、

期
間
中
に
児
童
虐
待
防
止
対
策
へ
の
取
り

組
み
を
推
進
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
（http://w

w
w
.m
hlw
.go.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

愛
知
県
児
童
家
庭
課

要
保
護
児
童
対
策
グ
ル
ー
プ

　

�
０
５
２
（
９
５
４
）
６
２
８
１

�
　

陸
上
自
衛
隊
高
等
工
科
学
校
生
徒
（
進

学
・
就
職
）
説
明
会
を
次
の
と
お
り
行
い

ま
す
。
将
来
の
チ
ー
ム
リ
ー
ダ
ー
を
目
指

し
ま
す
。

□
日　

時

・
十
一
月
十
四
日（
月
）　

午
後
六
時
〜
午

後
七
時
半

・
十
一
月
二
十
日（
日
）　

午
前
十
時
〜
正

午
・
十
二
月
九
日（
金
）　

午
後
六
時
〜
午
後

七
時
半

□
場　

所　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協
力
本
部

半
田
地
域
事
務
所
（
半
田
市
南
末
広
町

６
‐
２　

半
田
ビ
ル
二
階
）

□
受
験
資
格

　

中
学
校
卒
業
男
子
（
見
込
み
含
む
。）　

十
七
歳
未
満
（
平
成
二
十
四
年
四
月
一

日
現
在
）

□
学
生
手
当（
給
与
）　

九
万
四
千
九
百
円

（
平
成
二
十
二
年
四
月
現
在
）

□
問
い
合
わ
せ
先　

自
衛
隊
愛
知
地
方
協

力
本
部
半
田
地
域
事
務
所　

�（
２
１
）

０
０
０
４

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�

自転車盗難多発！ 

おねがい！鍵をかけて！ 
鍵
を
か
け
て
 

　
自
転
車
を
守
ろ
う
 

　
　
　
愛
知
県
半
田
警
察
署

約70％が無施錠 
での被害です 

犯人検挙には、皆さんの情報が重要です。「おや？おかしいぞ」 
と思ったら110番。皆さんの情報が大きな力となります。 

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
	
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	




�
�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
��
���
��
	


�
�
�


�
�
�
�
�


�
�
�
�
�
��

��
�

�
�

�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
��
��
�
�
�
	�


��
�


�
�
�


�
�
��
���
��
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

��

�
�
��

��

�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
	
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
���

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�


�
�
�
��

�
��
�

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
�
�
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

阿

久

比

町

短

歌

の

会 

�
�
�
�
�
�
�
�
	


��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�

�

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�
��

�
��
�

�

�
�
�
��
��
�
	


�
�
�

�

�
�
�
�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��

�
�
�
�
�

�
���
��
�
�
�
�
	�

��
��
�


�
�
��

�
��

�
�

��

��

�
��

�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

��
�

�
�

苗
　
代
　
句
　
会
　
作
　
品
　
集 

�
�
�
�
�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
	
�


�
�

�

�
��

�
�

�
���
��
�

�
��
�
�

�
��
�
�
�
�
�
�
��

�
��

�
�

�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�
��

�
�
�
�
�
�

�
�
�
�
�
�
�
	


�
��

�
��

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	
�


��

�
��

�
�

�
�
�
��
���
��
	


�
�


��

�
�
�
�
�

�
��

�
�



20

広報あぐい　２０１１年１１月１日号

広
報　

あ 
ぐ 
い

1041

■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ/
資源を大切に！この用紙は再生紙を使用しています。

広報あぐいを声の広報ボランティア「あいうえお」が CD録音しています。
ぜひご利用ください。
■問い合わせ先　阿久比町社会福祉協議会・ボランティアセンター�（４８）１１１１

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

世帯数　 ９，２２７　　（＋３０）

人　口　２６，３８２人（＋６５）

　男　　１３，０３７人（＋３９）

　女　　１３，３４５人（＋２６）

（　　）は前月との増減数

９月中の異動

　出生　１７　　転入　１２６

　死亡　１２　　転出　６６

平成２３年１０月１日現在

人 口 と 世 帯

19 日（土）のイベント情報
・踊り（あぐい騰）　午前９時３５分～
・ハッピースマイルみき の大道芸
　午前１０時３０分～、午後１時～
・演武（少林寺拳法阿久比支部）　午前１１時～
・ダンス チアキッズGOGO　午前１１時３０分～
・CACお楽しみクイズ大会　正午～
・エプロンシアターと食育クイズ
　午後１時３０分～
・ものまねエアダンス（パープルレディ）
　午後２時～
・消防コーナー　はしご消防車試乗など
　午前９時３０分～午後３時

★19 日の耳より情報★
・“知多半島・花半島ＰＲ活動”鉢花プレゼント
　午前１０時～、先着３００人（ＪＡテント ATM隣）
・こども農業クイズ（中学生以下）
　午前１０時～
　先着全問正解者５０人には景品をプレゼント（ＪＡテント）
・果樹組合みかんのつかみ取りサービス（小学生以下）
　正午～、なくなり次第終了
　（ＪＡテントATM隣）
・牛乳パック（２００ml）プレゼント
　午前１０時３０分～、先着４００個（酪農組合テント）
・緑化木無料プレゼント
　午後２時３０分～、先着２００人（特設ステージ）

20 日（日）のイベント情報
・和太鼓かつみ　午前９時３０分～
・演武（闘真会阿久比支部）　午前１０時～
・ベリーダンス（Fereste）
　午前１０時３０分～、午後０時３０分～
・ケロロ軍曹と遊ぼう！
　午前１１時～、午後１時～
・CACお楽しみクイズ大会　正午～
・和太鼓歩童　午後１時３０分～
・農産物品評会表彰式　午後２時～

★20 日の耳より情報★
・“知多半島・花半島ＰＲ活動”鉢花プレゼント
　午前１０時～、先着３００人（ＪＡテント ATM隣）
・こども農業クイズ（中学生以下）
　午前１０時～
　先着全問正解者５０人には景品をプレゼント（ＪＡテント）
・果樹組合みかんのつかみ取りサービス（小学生以下）
　正午～、なくなり次第終了
　（ＪＡテントATM隣）
・牛乳パック（２００ml）プレゼント
　午前１０時３０分～、先着４００個（酪農組合テント）
・花束プレゼント
　午後２時３０分～、先着２００人（特設ステージ）

□日　時　11 月 19 日（土）・20 日（日）　午前9時 30 分～午後3時
□会　場　役場前駐車場

���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																																			
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□問い合わせ先　産業課�（４８）１１１１（内線２３４）

※　会場テント村では、うどん、だんご、まぜごはん、おでん、コーヒーなど軽食コーナーや、直売
コーナー、町内の商工業、農業、各種団体が出展し、展示即売・ゲームなど楽しい企画がいっぱい
です。お楽しみ抽選会も来てね！

同時開催　◇第３３回消費生活展（会場は中央公民館南館ホール）


